
ジャンボタニシ成貝（約７㌢）

 

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
防
除

　

こ
の
貝
は
柔
ら
か
い
草
を
好
む

た
め
、
田
植
え
直
後
の
苗
が
被
害

に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

田
植
え
時
期
を
迎
え
る
前
に
、

田
ん
ぼ
へ
水
を
引
き
入
れ
る
取
水

口
に
ネ
ッ
ト
や
網
（
５
㍉
以
下
の

網
目
が
望
ま
し
い
）を
付
け
た
り
、

あ
ぜ
を
高
く
す
る
な
ど
し
て
、
貝

の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
見
つ
け
た
貝
は
そ
の
都

度
捕
殺（
素
手
で
触
ら
な
い
）し
、

卵
は
早
期
に
水
中
に
払
い
落
と
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

貝
や
卵
の
駆
除
は
、
地
域
で
行

う
川
（
用
排
水
路
）
掃
除
の
と
き

な
ど
に
行
う
と
広
範
囲
に
駆
除
で

き
て
効
果
的
で
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
田
の
イ
ネ
や
水
路
壁
な
ど
に

濃
い
ピ
ン
ク
色
を
し
た
物
体
が
付

着
し
て
い
る
光
景
を
目
に
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
は
、ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ（
ス

ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
の
卵
で
、
異

様
に
目
立
つ
毒
々
し
い
色
は
、
捕

食
者
へ
の
警
戒
色
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　本紙８月号に折り込んで実施した広聴広報事業に
ついてのアンケートの結果（一部）を、広報紙に対
する自由意見を中心にお知らせします。なおご意見
については、原文のまま掲載しています。
　今後、集計結果や頂いた意見を業務改善につなげ
るよう努めてまいります。
　なおアンケートの結果については、市ホームペー
ジで公表しています。
（HP：http://www.city.setouchi.lg.jp/data/h23kouhou.html）

【充実してほしい記事や扱ってほしい事柄】
　・「人」のページ。がんばっている人を特集。瀬戸
　内市出身で羽たいた人も。（35 歳、女性）
　・地元野菜の特集。新規就農者のインタビューな
　ど。（21 歳、女性）
　　・市政に対する市民の声（要望や提言等）を載せる
　コーナーを設けて欲しい。現在の広報誌の姿は、
　行政側からの一方通行の色彩が強い。そろそろ市
　民とともに作り上げる広報誌を目指す時期にきて
　いるのではないだろうか。（69歳、男性）

　【読みやすく、役に立つ広報紙とするための改善】
　・内容がわかりにくい。もっとわかりやすい表現を。
　（33 歳、男性）
　・少し字大きく・写真カラーに。（67 歳、男性）
　・目次を作る（みだし）。（70 歳、男性）
　・カタカナ英語ばかりでなく、日本語でおねがいし
　ます。（86 歳、女性）

　【その他自由記述】
　・綴じ穴があった方が良い。（80 歳、男性）
　・インターネットがないので広報が届かないと困り
　ます。広報は続けて下さい。（40 歳、女性）
　・費用の掛からない広報をお願いします。（61 歳、
　男性）

広聴広報事業についてのアンケート結果

  

平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
た
め

 

犯
罪
被
害
者
な
ど
へ
の
支
援　

　　

犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
た
人
や

そ
の
家
族
、遺
族
な
ど
は
、生
命
、

身
体
、
財
産
上
の
直
接
的
な
被
害

だ
け
で
は
な
く
、
精
神
的
被
害
な

ど
の
「
二
次
的
被
害
」
に
苦
し
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
の
生
活
の
安

定
や
精
神
的
被
害
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
月
１
日

か
ら
支
援
の
基
本
理
念
や
施
策
に

つ
い
て
の
条
例
と
、
支
援
金
に
関

す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
は
申
請
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
支
援
金
を
受
給

で
き
ま
す
。

　

・
犯
罪
に
よ
り
死
亡
し
た
被
害
者

　

の
配
偶
者
や
子
に
、
遺
族
支
援

　

金
と
し
て　

30
万
円

　

・
犯
罪
に
よ
り
傷
害
を
受
け
た
被

　

害
者
に
、
傷
害
の
程
度
に
よ
り

　

傷
害
支
援
金
と
し
て

　
５
万
円
（
全
治
２
週
間
以
上
１

　

カ
月
未
満
）

　

10
万
円
（
全
治
１
カ
月
以
上
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

人
権
啓
発
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

　

対
象
者
の
要
件
な
ど
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
し
た
い

人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　

平
成
23
年
10
月
１
日
に
、「
平

成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当

の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
っ
て
い
た
人
も
含
め
、
中
学
校

卒
業
前
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
全

て
の
人
は
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

平
成
23
年
11
月
に
子
育
て
支

援
課
か
ら
発
送
し
た
「
子
ど
も

手
当
認
定
請
求
書
」（
黄
色
い
用

紙
）
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人

は
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
し
な
い
場
合
は
、
子

ど
も
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公

務
員
の
人
は
職
場
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の

子
ど
も
（
15
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る

人
）
を
養
育
し
て
い
る
人

※
父
母
の
場
合
、
生
計
を
維
持
す

　

る
程
度
の
高
い
人

▽
請
求
期
限　

３
月
31
日
（
土
）

※
窓
口
で
の
受
付
は
、
月
〜
金
曜

　

日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８

　

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

　

で
で
す
。

※
郵
送
で
の
受
付
は
、
書
類
が
到

　
達
し
た
日
が
提
出
日
と
な
り
ま
す
。

※
期
限
ま
で
に
請
求
す
れ
ば
、
さ

　

か
の
ぼ
っ
て
平
成
23
年
10
月
分

　

か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

※
４
月
１
日
以
降
に
申
請
し
た
場

　

合
、
申
請
を
受
け
付
け
た
月
の

　

翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
、
さ

　
か
の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
認
定
請
求
書
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

　

・
印
鑑

　

・
請
求
者
名
義
の
支
払
希
望
口
座

　

が
分
か
る
通
帳
な
ど

　

・
請
求
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の
写
し

※
こ
れ
ら
以
外
の
書
類
の
提
出
を

　
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７      

 

母
子
家
庭
の
自
立
を
支
援

 

技
能
や
資
格
の
取
得
支
援
制
度

　

市
で
は
、
市
内
に
住
む
母
子
家

庭
の
母
親
の
主
体
的
な
能
力
開
発

を
支
援
す
る
た
め
に
「
母
子
家
庭

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
と

「
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進

費
」の
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
に
役
立
つ
技
能
や
資
格
の

取
得
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

母子家庭自立支援教育訓練給付金・母子家庭高等技能訓練促進費

制度名 母子家庭
自立支援教育訓練給付金

母子家庭
高等技能訓練促進費

対象者の
要件

①市内在住の母子家庭の母
②児童扶養手当を受給または同様
　の所得水準にあること
③雇用保険法による教育訓練給付
　の受給資格を有していないこと
④教育訓練講座の受講が適職に就
　くために必要であると認められ
　ること

①市内在住の母子家庭の母
②児童扶養手当を受給または同様
　の所得水準にあること
③養成機関で２年以上のカリキュ
　ラムを修業し、対象資格の取得
　が見込まれること
④就業または育児と修業の両立が
　困難と認められること

対象講座
対象資格

雇用保険制度の教育訓練給付の指
定教育訓練講座など
（HP：http://www.kyufu.javada.or.jp/）

①看護師　②介護福祉士
③保育士　④理学療法士
⑤作業療法士　など

給付額
受講に要した費用の２割
※上限は 10 万円で、４千円以下
　の場合は支給されません。

　・市町村民税非課税世帯
　月額 100,000 円
　・市町村民税課税世帯
　月額 70,500 円
※平成 24 年度に修業を開始した
　場合、修業期間の全期間（上限
　３年）において申請日の属する
　月分から支給します。
※４年間修業する場合の４年目は、
　母子福祉資金の生活資金の貸付
　が可能です。

 
子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は
済
ま
せ
ま
し
た
か

 

期
限
ま
で
に
請
求
書
の
提
出
を

　

産
業
振
興
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

募
集
し
ま
す

 

自
衛
官
幹
部
候
補
生
な
ど　

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
24
年
度
各

種
自
衛
官
な
ど
の
募
集
を
次
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

※
受
験
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

防
衛
省
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

　

HPhttp://www.mod.go.jp/pco/okayama/
自衛官試験受験資格および日程

受験種目 対象者 受付期限 試験日

幹部
候補生

一般・
技術

20 歳以上 26 歳未満の人（22 歳未満は大卒の人）※
（修士取得者は 28 歳未満の人） ４月27日（金）５月 12 日（土）、13 日（日）※ 13 日は飛行要員希望者のみ

歯科・
薬剤

【歯科】20 歳以上 30 歳未満かつ専門の大卒の人 ※
４月27日（金）５月 12 日（土）【薬剤】20 歳以上 26 歳未満かつ専門の大卒の人 ※

（薬剤修士取得者は 28 歳未満の人）

予備自
衛官補

一般 18歳以上 34 歳未満の人
４月４日（水） ４月 14 日（土）から 16 日（月）までの指定する日技能 18 歳以上で保有する技能に応じ 53 ～ 55 歳未満の人

※大学卒業見込みの人や外国における学校を卒業した人で大学卒業に相当すると認められる人などを含む

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ


